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パラリンピックを開催する理由 

• 目的はパラ・スポーツを通じたよりインクルーシブな
社会の形成≒共生社会の形成 

  ⇒オリンピックムーブメントとは一線を画す 

• そのための４つのコア・ヴァリュー 
– Courage：勇気：マイナスの感情に向き合い乗り越えよう
と思う精神力 

– Determination：強い意志：困難があってもあきらめず限
界を突破しようとする力 

– Inspiration：インスピレーション：ひとのこころを揺さぶり、
駆り立てる力 

– Equality：公平：多様性を認め、創意工夫すれば、だれも
が同じスタートラインに立てることを気づかせる力 



ロンドン・パラリンピックでは 

• 最多の入場者275万人 

• 障害者スポーツに関する知
識の普及 

• 障害者スポーツに肯定的 

• アスリートの就職率UP 

• 選手の強化成功 

• オリンピアンとパラリンピア
ン同様の位置づけに 

 

 

しかし・・・・ 

• 障害者に対する社会の姿勢改
善されていない（就職率・スポ
ーツ環境、強化策） 

• スポーツできる障害者とできな
い障害者の二極化、格差拡大 

 by Ian Brittain（コヴェントリー大） 

• オリンピック・パラリンピック後
のスポーツ実施率低下（新聞
報道） 

• そして日本でもあったあの事件 

 

 
 

 



障害者スポーツ振興のキーワード 

1. 障害者のスポーツ指導
はスポーツ指導の原点 

2. スポーツを人に合わせ
る（アダプテッドスポー
ツと創るスポーツ） 

3. 地域でつながる→    
情報の流れを止めない 

4. 事例紹介 
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運動ができる人相手の一斉指
導とは違う 

身体の動きの特性や運動の
技術的な構造を知る必要 

体罰撲滅の切り札 

 

苦手な人や高齢者のスポーツ
指導に生かせる視点 

よりわかりやすく、理解しやす
い指導 

スポーツ指導の幅を広げる 

 

1. 障害者のスポーツ指導は 
スポーツ指導の原点 

• 障害が全く同じ障害
者はいない。一人一
人の特徴を理解し、そ
の人に合った指導が
必要 

 

• 障害者スポーツ指導
の視点は一般のスポ
ーツに応用可能 



2. スポーツを人に合わせる 
→障害者、高齢者、子ども、女性・・・ 
（アダプテッドスポーツ・創るスポーツ） 

• アダプテッド：人の身体の状
況や知的発達状況にスポ
ーツを合わせる。具体的に
はルール、用具、技術。た
だし修正は最小限に 

• 創る：目的や環境、参加者
の状況に応じて新しいゲー
ムやスポーツを創る。創るこ
と自体がスポーツの楽しみ
方の一つ ＜する、見る、支
える、創る＞ 

 



2. 地域的経路（組織対組織） 

• 障害者スポーツにかかわる組
織間の情報共有 

– 行政のスポーツ担当部局と障害
者福祉関連部局、医療関係組織、
社協、障害者スポーツ協会、指導
者組織、教育委員会、学校、各種
競技団体、体協、ボランティア組
織、地域スポーツクラブ、企業・・・ 

 

 

3. 地域でつながるー情報の流れを止めない！ 
二つの経路 

1. 時系列的経路（人対人） 

• 学校→生涯スポーツ 

– 先天的障害者、学齢期に障
害を負った人が必ず通る道 

– 学校関係者、体育教員、保
護者へ情報を流す 

• リハビリ→生涯スポーツ 
– 後天的障害者が必ず通る道 

– PT,OT,看護士、医師へ情報を
流す 



地域スポーツクラブにおける 
障害者の受け入れ状況と運営状況の違い 



事例紹介 

• 江戸川区 

–既存組織の有効利用 

• 大分県 

–人材バンク 

• 英国・ウースター大学 

–大学を拠点とした街づ
くり 



江戸川区 

• 2016年度から障害者スポーツ担当部署をスポーツ振興部局
に移管（連携1） 

• 事業の企画段階から東京都障害者スポーツ協会と協働し、
障害者スポーツ事業の見学、関係者へのヒアリング（連携2） 

• 江戸川区の行政担当者がこれまでに培った地域ネットワー
クを活かして、事業を展開（連携3） 

– イベントや大会などの周知・啓発については、ケアマネジ
ャーの月例会議や区内小中学校が地区ごとに開催する
校長会に出席し、事業の意義・内容を説明して。区内の
あらゆるネットワークを駆使し、行政職員が自ら足を運ん
で、常に住民と顔の見える関係づくりを推進 



大分県：人材バンク 



• 地域がボランティア、イン
ターンシップ、就職斡旋 

• 大学と地域、地域スポー
ツクラブが連携し、学生
ボランティア、指導者、ス
タッフの派遣 

ウスター大学 
University of Worcester 

• 学生数：10,396人 

• 障害学生：1,100人 

• 障害者スポーツ指導者
養成学科あり 

• 大学と地域が一体とな
って障害者を受け入れ 

• 住みやすい、学びやす
い、スポーツしやすい
環境づくり 


